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ハンズオン型エンジェルファンド・一流シーズマネーファンドが
投資先第３号として株式会社アクセルへの投資決定

  本格的なハンズオン型エンジェルファンドである一流シーズマネーファンド投資事業有限責任
組合（無限責任組合員：一柳良雄 ㈱一柳アソシエイツ代表取締役社長）は、この度、企業にお
ける知的資産の測定・評価事業を展開するベンチャー企業の株式会社アクセル（東京都：社長 船
橋 仁）を投資先第３号に選定し、出資することになりましたので、お知らせいたします。
これに伴い、一柳良雄が株式会社アクセルの取締役に就任し、一流シーズマネーファンドは一
柳アソシエイツとともにアクセルの経営全般にわたって全面的に支援してまいります。

＜投資理由＞
今回投資する㈱アクセルは、企業における知的資本（ＩＣ：Intellectual Capital ）の測定・評
価事業をわが国で初めて本格的に展開するコンサルティング会社です。今年 9 月に、この分野の
世界的先進企業であるスウェーデンのＩＣＡＢ社と全面的な業務提携を行ない、わが国企業の実
情を踏まえた形での『知的資本の測定・評価事業：ＩＣ－Rating 』を本格的に開始したものです。
（注）アクセルは、既に経済産業省の外郭団体・情報処理振興事業協会から、企業内の人材や
   組織の効率性などの知的資本を指数化するためのシステム開発を受託しています。  

一方、一流シーズマネーファンド投資事業有限責任組合の無限責任組合員である一柳良雄（一
柳アソシエイツ代表取締役社長）は、かねてから企業経営では従来の財務資本（固定資産など）
だけでなく、数値に表れにくい『知的資本』の創造･開発・活用を一層重視すべきであるとの認識
に立ち、投資先、関与先の経営指導などに当たってきました。

企業が競争優位を確保し企業価値を最大化するためには、企業の持つ有形・無形の資本（キャ
ピタル）の価値を最大限に高めることが肝要ですが、そのためにまずその企業における目に見え
ない知的資本を測定し、評価・格付けすることが必要であり、その有力な手法としてアクセルが
展開する『ＩＣ－Rating 』事業に注目して投資し、その経営参画することにしたものです。これ
により、企業のＩＣを測定(可視化)・評価した上で、さらには企業価値を最大化させるための総合
的なソリューションサービスを効率的に提供することを目指してまいります。

なお、一柳良雄が主宰する株式会社一柳アソシエイツでは、先般、特許発明を核とした
Intellectual Property（ＩＰ、知的財産）の戦略的運用コンサルティングを提供して来た「株式
会社パテントキャピタル」、ベンチャー企業への豊富なファイナンス実績を誇る「日本アジア投資
株式会社」と合弁で、特許などの「ナレッジ」という資産に注目した様々な２１世紀型 IP総合ソ
リューション・サービスを提供することを目的として「株式会社ナレッジキャピタルセンター」
を設立していますが、今後は㈱アクセル及び㈱ナレッジキャピタルセンターとの連携も図り、わ
が国企業の知的経営戦略構築に貢献していく所存です。



＜投資先概要＞

  １．社名 ： 株式会社 アクセル
  ２．代表 ： 代表取締役社長 船橋 仁
  ３．所在地 ： 東京都中央区銀座８－９－１１ 銀座天國ビル４階
  ４．資本金 ： ９，２００万円 （増資前）
  ５．一流シーズマネーファンド投資事業有限責任組合との関係 ：
   ① 当ファンドが12月21日に1,000万円出資
② 当ファンド無限責任組合員一柳良雄（一柳アソシエイツ代表取締役社長）が同社の取
  締役に就任します。

以上

○ 株式会社一柳アソシエイツの社長・一柳良雄は、かねてから「ナレッジキャピタル」「知的資
本」に強い関心を有しており、これまでに次のような「ナレッジ」「知的資本」に関するレポ
ートを発表するとともに、現在、日本ナレッジ・マネジメント学会理事を務めている。
①『シニア・ナレッジ・ワーカーの課題と対応策—その緊急な組織化を—』
         シニア・ナレッジ・ワーカー研究会（主査：一柳 良雄）    
    平成 12年 3月 （財）企業活力研究所  
②『シニア・ナレッジ・ワーカー（ＳＫＷ）活性化に向けて—能力・ナレッジ陽表化によ
  る社会ナレッジの活用—』 （中間報告） 平成 13年 2月
     日本ナレッジ・マメジメント学会第三研究部会（座長：一柳 良雄）
③『企業の知識資産とその活用』
     水谷孝三 及び 一柳 良雄 共著
     TRI-VIEW  2000.11月号 ( Vol.14  No.11 )  東急総合研究所

《 この件に関する報道関係の方々からのお問合せは、下記にお願いします。 》

一流シーズマネーファンド投資事業有限責任組合（株式会社一柳アソシエイツ）
担当  岩崎    電話 03-3266-7596   FAX 03-3266-7172

                    http://www.ichiryu.org

株式会社 アクセル
担当  高野    電話 03-3574-0864   FAX 03-3574-0862

                    http://www.actcell.com
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